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目的： 児童生徒が英語に対する関心を高め、
楽しく英語に触れる機会をつくることで、子ども
たちが英語に親しみ、自ら進んで英語によるコ
ミュニケーションを図ろうとする態度を育む。

対象：市内全小中学校の全校児童生徒
及び教職員



実施回数：各校に一任。
週１回程度、ALTの訪問日に合わせ
て実施している学校がほとんど。

内 容：子どもと教職員が一緒に英語を楽し
めるゲーム、活動、読み聞かせなど。
無理のない「持続可能な」もの。



実践紹介 ～ 市夏季教職員研修会（R7.8.5実施）～

English Dayに関する
実践紹介や演習は全て
ALTコーディネーター
が英語で進行



実践紹介①
東由利小学校 大庭珠枝校長

校長としての立場から「全職員を巻き込んだ、持続可能で、みんなが楽しめるEnglish Dayの在り方」を提案

○全職員による企画・
計画立案・実施
○朝のあいさつ
（校長先生が玄関で
出迎え）
○全校児童・教職員
による英語を使った活
動（じゃんけん列車）



実践紹介② 鳥海小・中学校

小中連携した取組を実践。小学生でも無理なく英語に親しむことができる校内掲示の一例を紹介

○玄関や廊下、教室に季節感のある手作りの掲示物

○ALTとの簡単な英会話



子どもたち一人
一人の思いを大
切にした、バー
スデーカード等
の掲示物を紹介

○学年を超えて
全校生徒と教職
員が英語を使っ
た活動に挑戦
○ALTと1対１
で英会話



実践紹介③ 西目中学校

○朝の挨拶運動
○朝の放送
○給食メニューの紹介
○帰りの清掃
○English Club
○Word Game
○Discussion
○英語のあそび
○イギリス南北のアクセントの違い



実践紹介④ 矢島小学校

○絵本の読み聞かせの
実践例を紹介

ALTが不在の時でも、
デジタル教科書や
電子黒板を活用して、
楽しく読み聞かせが
できるポイントを紹介。



演習 ALTコーディネーター＆ALT







ゆりほんICT子供の学び
アップデートプラン

進捗状況について



１ 産学官連携事業によるICT支援員の各校への派遣

２ 学習者用デジタル教科書の導入
（国のデジタル教科書整備事業を活用）
○外国語：小５～６年、中１～３年
○算数・数学：小７校、中5校 ※隔年

３ 各種講座等の実施
①「学ぶんタイピング競技会の開催（R5～継続）」
R6～ らっこたん（R7、８は経済産業省補助金制度を
活用して実施）※参加者数：約1,280人（9/18現在）

② 6年生を対象とした「３Dプリンター創作教室」を実施
（会場：各小学校のPC教室）



タイピングチャンピオンは誰？
第５回学ぶんタイピング競技会

開催期間 令和７年７月２２日（火）～令和７年９月３０日（火）

※「由利本荘市学ぶんタイピング競技会」に取り組むと、開催期間内で

一番良い得点が成績となります

参加部門 小学校１年生の部 小学校２年生の部 小学校３年生の部

小学校４年生の部 小学校５年生の部 小学校６年生の部

中学校１年生の部 中学校２年生の部 中学校３年生の部

※時間設定は小学校１・２年生の部のみ１分間、他は２分間とします

※各部門の上位10名に賞状を授与します

参加方法 AIソフト「らっこたん」を使用します

参加費 無料 【主催 由利本荘市教育支援センター】



子吉川レガッタに3名のALTが参加


